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                                小委員長 戸田 圭一 

１．小委員会の目的 

 「防災小委員会」では，街づくりにおける地下空間の役割を重視し，地上・地下を含めた都

市のあり方を見据えながら，地下空間における防災について総合的かつ実践的な研究を推進す

ることを目的として活動を行っている． 

 

２．研究内容 

2.1 テーマ 

「災害に強い街づくりにおける地下空間の防災のあり方」 

2.2 基本方針 

 以下に示す４つのサブテーマを軸に，調査・研究活動を実施する．下記サブテーマは個々

に調査・研究活動を実施するとともに，各テーマを包括する観点からのとりまとめを行う．

サブテーマに関する調査・研究成果を基に，地下空間での発生が想定される火災，浸水など

の災害の避難，被害軽減に資する指標，情報の提供を進め，地下空間における防災対策，安

全性の向上を目指す． 

研究テーマ 基本方針 備考 

(1)地下空間 

実態調査 

地下空間利用の実態調査，特に防災対策に
有効活用されている事例を中心に，規模の
大小を問わず調査研究を行う． 

地震や風水害に伴う帰宅困難者，一時避難
所としての地下空間の利用のあり方や東日
本大震災に伴う地下施設の液状化被害に関
する調査研究を行う． 

地下空間災害時の被災状況，災害特性を把
握するための実態調査を適宜行う． 

小委員会全体で取り組む 
（現場調査に加えて，各種
情報の収集を行う） 

9月 23日に台風15号によ
る名古屋近郊での災害調
査を計画小委員会と合同
で実施しており，今後も他
の小委員会と協同した形
で調査等は行う． 

(2)地下火災 地下空間で発生した火災の事例調査，およ
び調査結果からの問題点の抽出を通じて，
地下火災の特性を踏まえた防災対策，被害
軽減策等について研究を実施する． 

 

(3)地下浸水 地下浸水発生時の被害予測，避難限界に関
する数値解析および実験的研究を通じて，
浸水時の被害軽減に資する指標，安全性向
上のための方策等を取りまとめる． 

東日本大震災の被害を鑑み，予想される東
海・東南海・南海地震等の巨大地震に伴う
津波発生時の地下施設への浸水，被害予測，
避難の方策について検討を行う． 

計画小委員会との連携も
ある． 
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(4)地下空間防
災教育・啓発 

火災，浸水，地震等の災害に対する地下空
間の安全性に利用者認知，防災に対する意
識調査を通じて，災害時の安全避難に向け
た情報提供の方法，平常時の啓発活動等に
ついてまとめる． 

体験型防災教育装置，都市水害再現模型装
置等を用いた防災教育の有効性，意識啓発
に関する研究を実施する． 

地下空間利用者の意識調
査では，心理小委員会との
連携もある． 

 

2.3 研究スケジュール（３か年） 

活動内容／年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

1)地下空間利用に関する実態調査    

2)地下防災に関する様々な解析研究    

3)調査．研究成果のとりまとめ    

4)成果報告の作成    

 

３．活動経過（平成 23年１月～） 

◇ 2月 25日 平成 22年度第 4回小委員会 

ｏ話題提供 2件 「ロボットを用いた地下空間探索技術とレスキュー活動支援システムの 

開発」     京都大学防災研究所 准教授 畑山 満則 先生 

       「地下空間を有効活用した治水対策施設調査」 戸田 圭一 委員長 

◇ 9月 7～9日 土木学会平成 23年度全国大会 

 ｏCS5「地下空間の多角的利用」への参加（座長：中山 学 委員） 

発表 4件「都市水害時の地下浸水と地下の雨水貯留を表現するミニチュア模型の開発」 

戸田 圭一 委員長ら 

「内水氾濫時における小規模地下空間の浸水危険度に関する研究」 石垣 泰輔 委員ら 

「水没したスライドドア車からの避難に関する検討」       石垣 泰輔 委員ら 

「避難アナウンスが地下空間浸水時の避難安全度に与える影響について」 

石垣 泰輔 委員ら 

◇ 10月 6日 平成 23年度第 1回小委員会 

 ｏ話題提供 2件 「地下浸水研究に関する話題－小規模地下空間と地下駐車場の浸水につ 

いて－」                   石垣 泰輔 委員 

  「8月末の大阪でのゲリラ豪雨調査を中心とした都市浸水の話題」 尾崎 平 委員 

◇ 12月 7日 平成 23年度第 2回小委員会 

  ｏ話題提供 2件 「地下空間浸水時の避難および救助の筋電図による危険性評価」 

                  関西大学 システム理工学部 教授 小谷 賢太郎 先生 

          「海岸利用者の津波防災意識と避難について」 

                  関西大学 環境都市工学部 准教授 島田 広昭 先生 

 ｏ浸水時避難体験装置を用いた実験 
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４．委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 氏名 勤務先名称

委員長 戸田 圭一 京都大学

委員 石垣 泰輔 関西大学

委員 大友 譲 (株)ニュージェック

委員 神作 博 中京大学

委員 小林 誠 (株)インターリスク総研

委員 酒井 喜市郎 鉄建建設(株)

委員 澤田 基弘 (株)日建設計シビル

委員 下河内 隆文 (株)竹中工務店

委員 鈴木 祥三 東急建設(株)

委員 清木 隆文 宇都宮大学

委員 中山 学 (独)防災科学技術研究所

委員 西田 幸夫 東京理科大学

委員 馬場 康之 京都大学

委員 日比野 敏 (財)電力中央研究所

委員 堀内 浩三郎 (株)ロード・エンジニアリング

委員 三島 和子 セコムIS研究所

委員 水口 雅晴 三菱地所(株)

委員 森山 修冶 (株)日建設計

幹事 尾﨑 平 関西大学

幹事 吉永 剛 東京電力(株)
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